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６
月
22
日
～
24
日
の
二
泊

三
日
で
福
井
県
芦
原
温
泉
と
石

川
県
金
沢
市
に
宿
泊
し
て
、
加

賀
百
万
石
の
前
田
家
に
庇
護
さ

れ
た
豪
華
絢
爛
な
金
箔
工
芸
や

戦
火
を
逃
れ
た
藩
政
期
の
武
家

文
化
を
今
に
伝
え
る
歴
史
的
建

造
物
を
体
験
、
見
学
す
る
修
学

旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
関

西
か
ら
北
陸
へ
と
変
更
し
、
例

年
の
修
学
旅
行
と
は
異
な
り
ま

し
た
が
、
北
陸
の
美
味
し
い
郷

土
料
理
に
舌
鼓
を
打
つ
、
思
い

出
に
残
る
修
学
旅
行
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。 

          

◇
修
学
旅
行
一
日
目 

晴
れ 

・
６
時
30
分 

社
会
体
育
館 

発 

・
富
山
県 

富
山
市 

「
源
ま
す
の
す
し
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」 

昼
食
・
見
学 

・
石
川
県 

小
松
市 

 

加
賀
伝
統
工
芸
村
「
ゆ
の
く
に
の
森
」 

金
箔
工
芸
体
験 

集
合
写
真 

・
福
井
県 

東
尋
坊
見
学 

・
芦
原
温
泉
「
み
の
や
泰
平
閣
」
宿
泊 

              

◇
修
学
旅
行
二
日
目 

晴
れ 

・
福
井
県
立
恐
竜
博
物
館
見
学 

・
石
川
県
加
賀
市
「
九
谷
満
月
」 

 

昼
食
、
及
び
九
谷
焼
の
作
品
を
見
学 

 

人
間
国
宝
の
壺
（
三
千
万
円
）
も
見
学 

・
金
沢
市
ひ
が
し
茶
屋
街
か
ら
班
で
散
策 

 

 

金
沢
城
、
兼
六
園
、
二
十
一
世
紀
美
術
館 

・
金
沢
駅
鼓
門 

見
学
・
集
合
写
真 

・
金
沢
市
「
ホ
テ
ル
金
沢
」
宿
泊 

                    

◇
修
学
旅
行
三
日
目 

晴
れ 

・
新
潟
県 

上
越
市 

「
上
越
市
立
水
族
博
物
館
」
見
学 

・
上
越
市
「
松
風
園
藤
作
」
昼
食 

・
16
時
30
分 

川
場
村
文
化
会
館 

着 

「
昨
年
の
学
年
旅
行
を
経
験
し
て
い
な
い
だ

け
に
、
な
ん
と
し
て
も
修
学
旅
行
に
連
れ
て

行
っ
て
や
り
た
い
。」
我
々
職
員
は
も
と
よ
り
、

保
護
者
や
村
教
育
委
員
会
の
強
い
後
押
し
で

実
現
で
き
た
今
回
の
北
陸
旅
行
で
し
た
。
全

行
程
が
バ
ス
の
た
め
に
、
体
力
面
が
心
配
で

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
考
え
る
と
ベ
ス
ト

の
選
択
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
北
陸
金
沢
は
、

京
都
と
は
少
し
違
っ
た
趣
の
町
並
で
す
。
釉

薬
で
輝
く
黒
い
瓦
（
能
登
瓦
）
が
整
然
と
な
ら

び
、
全
国
の
99
％
を
産
出
す
る
金
箔
が
至
る

と
こ
ろ
に
使
わ
れ
て
い
て
、
ま
さ
に
加
賀
百

万
石
の
城
下
町
で
し
た
。
本
物
を
観
て
、
触
れ

る
こ
と
が
修
学
旅
行
の
醍
醐
味
で
す
。
全
員

で
体
験
し
た
金
箔
工
芸
は
、
繊
細
な
も
の
で

し
た
ね
。
卒
業
し
て
大
人
に
な
っ
て
も
、
黒
い

漆
塗
り
に
映
え
る
金
箔
細
工
の
皿
を
観
る
度

に
、
き
っ
と
こ
の
旅
行
を
思
い
出
す
で
し
ょ

う
。
旅
行
中
ど
こ
に
行
っ
て
も
、
み
な
さ
ん
の

挨
拶
、
礼
儀
正
し
さ
、
集
合
の
速
さ
、
旺
盛
な

食
欲
を
褒
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
校
長
と

し
て
誇
ら
し
か
っ
た
で
す
。 

多
く
の
方
々
の
御
協
力
の
中
で
実
施
で
き

た
今
回
の
修
学
旅
行
。
本
当
に
や
っ
て
よ
か

っ
た
と
思
え
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の
皆
様
に
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

【めざす生徒像】 

自分のよさを知り、友だちのよさにも 

気付き、互いに伸ばし合っていく生徒 

令和４年度 川場中で大切にしてほしい２つの精神（考え方） 『文武両道』と『利他共生』 日本三名園とは、今回歩いた金沢「兼六園」と岡山「後楽園」、水戸「偕楽園」です。残り２つもぜひ観てください。 

修
学
旅
行
無
事
終
了 

 
 

二
泊
三
日 

北
陸
の
旅 



『感謝の心が高まれば高まるほど、それに比例して幸福感が高まっていく』 
                           松下幸之助 名言集より 

 
一
・
二
年
生
は
６
月
22
日
に
、
長
野
県
と

栃
木
県
へ
の
校
外
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
例

年
は
、
一
年
生
が
川
越
方
面
、
二
年
生
が
東
京

都
内
で
の
実
施
で
し
た
が
、
昨
年
度
に
つ
づ

き
コ
ロ
ナ
禍
で
方
面
を
変
更
し
て
の
実
施
で

し
た
。 

見
学
場
所
は
、
二
年
生
が
信
州
善
光
寺
と

小
布
施
の
北
斎
館
で
し
た
。
善
光
寺
で
は
、
ち

ょ
う
ど
七
年
に
一
度
の
ご
開
帳
の
年
に

あ
た
り
、
絶
対
秘
仏
で
あ
る
御
本
尊
様

の
身
代
わ
り
の
『
前
立
本
尊
』
様
を
お

参
り
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
し
た
。
来

年
の
修
学
旅
行
に
つ
な
が
る
班
行
動

な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

           

                  

一
年
生
は
、
華
厳
の
滝
、
日
光
東
照

宮
、
陽
明
門
、
日
光
カ
ス
テ
ラ
本
舗
等

を
見
学
し
ま
し
た
。 

東
照
宮
で
は
、
有
名
な
『
眠
り
猫
』
、

『
見
ざ
る
、
言
わ
ざ
る
、
聞
か
ざ
る
の

三
猿
』
『
逆
さ
柱
』
な
ど
の
本
物
を
観

る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
に
秘
め
ら
れ
た

深
い
意
味
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
回
の
班
活
動
が
、
来

年
の
東
京
旅
行
に
つ
な
が
る
と
い
い

で
す
ね
。 

                             

学
校
保
健
委
員
会
開
催
し
ま
し

た 

６
月
29
日
に
第
１
回
学
校
保
健
委
員
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

川
場
中
学
校
の
生
徒
は
、
全
国
や
県
に
比

べ
て
発
育
が
い
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

美
味
し
い
給
食
を
た
く
さ
ん
食
べ
、
運
動
を

た
く
さ
ん
し
て
い
る
か
ら
納
得
が
い
き
ま
す
。 

栄
養
教
諭
の
本
間
先
生
か
ら
は
、
し
っ
か

り
給
食
を
食
べ
て
い
る
こ
と
を
褒
め
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
朝
食
に
関
し
て
は
全

員
が
食
べ
て
い
な
い
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ

い
朝
食
の
必
要
性
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

ま
た
、
村
の
保
健
師
の
小
林
さ
ん
か
ら
は
、

人
が
触
っ
た
と
こ
ろ
に
触
っ
た
ら
し
っ
か
り

消
毒
を
す
る
こ
と
と
、
き
れ
い
な
ハ
ン
カ
チ

を
持
参
し
て
手
を
洗
っ
た
後
に
拭
け
る
よ
う

に
注
意
し
て
ほ
し
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
保
健

給
食
部
の
生
徒
か
ら

は
、
今
年
の
健
康
テ

ー
マ
Ｍ
Ｓ
Ｔ
Ｋ
大
作

戦
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。 

Ｍ
は
マ
ス
ク
、
Ｓ
は

消
毒
、
Ｔ
は
手
洗
い
・
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う
が
い
、
Ｋ
は
換
気
で
す
。 

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 


